
２００３～２００４年度 
（ロータリーテーマ） 
  手を貸そう 
  Ｌｅｎｄ ａ Ｈａｎｄ 
（ＲＩ会長）      ジョナサンＢ．マジィアベ（ナイジェリア） 
（ガバナー）      豊島德三（一宮北ＲＣ） 
（ガバナー補佐）    木村守雄（渥美ＲＣ） 

   
第４６代会長 小澤行雄     第４６代幹事 鈴木榮一 

役員・理事 
会    長    理事   小澤行雄 
会長エレクト    理事   竹本尚美 
副会長       理事   高橋睦治 
直前会長           吉川庄三 
幹事             鈴木榮一 
副幹事            木下良夫 
ＳＡＡ            神尾政好 
会計             日比嘉男 
クラブ奉仕担当   理事   大野和美 
職業奉仕担当    理事   内藤雄功 
社会奉仕担当    理事   神谷親典 
国際奉仕担当    理事   吉川裕康 
新世代担当     理事   樋口俊寛 
親睦活動担当    理事   安田一夫 
 
年度末会員数  ６８名（正会員６８名）   
出席率  ９６．３０％ 
 
 
 
 
 



（特筆すべき事項） 
・創立４５周年記念事業として講演会を開催 （2004.2.14） 於：豊川商工会議所 
   テーマ「現代の家族風景に見る子育て」 講師：八楽児童寮 寮長 太田一平氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・国際奉仕 
  韓国・大邱達西ＲＣとの姉妹締結更新のため韓国を６名で訪問（2004.3.26~28） 

  
 
ＲＩ国際大会（大阪）へ１６名で参加（2004.5.22~23） 

  

 
 ・祝賀例会の開催（喜寿祝賀会）（2004.6.9） 
 ・（財）ロータリー米山記念奨学会から３０００万達成功労クラブの表彰を受ける 
 



 
第４６代会長時の思い出 

 小澤 行雄 
当年度に起きました時筆すべき国内外の出来事として、イラク戦争の開戦、北朝鮮より拉致被害者の家族５人

の帰国、各地での地震の発生、特に新潟県中越地震、また国外では、スマトラ沖地震による大津波で３０万人以

上の死者と行方不明者が発生した年でありました。 
 この年に豊川ローターリークラブは４５周年を迎えました。 
ＲＩ会長はジョナサン・Ｂ・マジイアベ氏で、親愛なるロータリーの皆さんに「手を貸そう」という大方針を掲

げられ、また地区ガバナーの豊島徳三氏は、次世代を担う若者達への支えとなる奉仕活動、ロータリー財団、米

山奨学会に意義を感じての努力、会員の維持から増強に繋がっていく努力、国際博の成功への努力というそれぞ

れの方針を掲げられました。そこで以下の方針に沿って活動して参りました。 
１．委員会活動をより活発化し例会出席の向上に、親睦を第一と考え会員間の意思の疎通が図れる様提案して参

りました。 
２．ライラセミナー及びインターアクトクラブ地区協議会のそれぞれのホストが二ヶ年に亘り快感に準備を進め

て参りました。 
３．明るい社会づくりの為に 
４５周年の記念事業を柱として教育問題を取り上げ公開例会として、八楽児童寮の太田一平講師による「現代の

家族風景に見る子育て」というタイトルで行い好評であったと自負しております。 
４．環境保全の為に 
地球の温暖化、産業及び一般廃棄物等一層のリサイクル化の必要性を痛感しました。 
５．交際社会の平和と繁栄のために 
当年度は 5名の米山功労者となり又、3000万達成功労クラブとしても表彰されました。 
６．会員増強と退会防止の為に 
大変厳しい経済情勢であったにも関わらず現状維持程度の結果でした。 
 以上のように数々の想い出がありますが皆様のご協力により無事終えることが出来ました。 
 特に私の想い出として、公開例会と韓国・大邸達西ロータリークラブとの姉妹締結更新時のこと、そして大阪

での国際大会への参加の折に、台湾・岡山ロータリークラブとの再会ができた事等色々な体験をさせて頂いた事

に感謝申し上げます。 
 
（委員会活動） 
１．クラブ奉仕委員会 
 ①納涼家族会  2003.7.23    於：ラグーナ蒲郡 参加者１０３名 

   



 
②年末家族会  2003.12.17   於：伊勢屋本店  参加者１０３名 

.    
 
 
 ③春の行楽    2004.4.21    於：大福寺参拝・奥浜名湖周遊・浜名湖花博 参加者３７名  

 

２．職業奉仕委員会 
   職場例会   2003.10.15   於：花井寺 参加者 ４１名 
   井上義臣会員に卓話を頂戴する。その後４５周年を控えていることもあり、グループに分かれて、会員歴

の長い会員と短い会員との意見交換の場とした。 
３．社会奉仕委員会 
  本年度事業として会員から提供を受けた、家庭で眠っていた日本語書籍９４０冊を、日本語書籍の入手が困

難な南米３ヶ国（コロンビア・ペルー・アルゼンチン）の日本人学校・日系社会に寄贈した。その目的どおり

日本語教育に役立つと現地から感謝の手紙が届き、会員全体がＲＣの奉仕の精神を実行、協力した満足感が実

感できた事業となった。 
 
 ①豊川市民展協賛（賞金・賞状 2003.9.23~10.12） 
 ②愛知県医師会豊川准看護学校戴帽式（祝金 2003.11.6） 
 ③愛知県共同募金会豊川市支会「歳末助け合い募金」への協力（募金 2003.12.10） 
 ④南米３ヶ国日系人への日本語書籍寄贈（輸送・梱包代 2004.1~2中旬） 
 ⑤砥鹿神社例祭奉納少年剣道大会、中・高等学校弓道大会支援（メダル・賞状 2004.5.5） 



 ⑥豊川市社会福祉協議会評議員として出席（年間５回） 
４．国際奉仕委員会 
 ①韓国大邱達西ＲＣとの姉妹締結更新のため訪韓。参加者６名。調印式の会長挨拶を韓 
国語で行うという企画のもと、豊川市国際交流協会ハングル語初級講座を会長以下４ 
名で受講・勉強しその目的を見事果たすことができた。 

 ②ＲＩ国際大会（大阪）にて、岡山ＲＣ・和歌山南ＲＣ・佐賀西ＲＣ・豊川ＲＣの４クラブが一堂に会して、

次年度の岡山ＲＣとの姉妹締結更新は岡山ＲＣが創立４０周年記念となるため、台湾で行うことを決定。 
５．新世代委員会 
 ①豊川高校インターアクトクラブへ協力 
 ②「新世代のための月間」に例会を開催 
③第１２回ライラセミナーへ参加 
（ホストクラブの要請が１５歳～１８歳を対象だったため豊川高校生徒２名を派遣。次年度ライラセミナー

開催のため視察させていただく） 
 ④地区の依頼により、学校への講師派遣・職場体験のための事業所募集を行い教育委員会へ名簿の提出を行う 
６．ロータリー財団委員会 
  新しくマルチプルフェローになられた方・・１名 
新しくポールハリスフェローになられた方・・３名 

  ポールハリスフェロー・・４０名 
  「財団の友」会員・・・・６０名 
７．米山記念奨学会委員会 
 表彰制度の改定があり、個人寄付対象の米山功労者表彰が特別寄付金の累計３０万円毎 
から１０万円毎の表彰に改定される。米山準功労者制度も削除された。 
  米山功労者・・５１名 
  本年度初めて特別寄付をされた方・・３名 
  クラブが３０００万達成クラブとして表彰される 
８．米山奨学生の受け入れ  
 氏名：サイドゥザマン・エムディ（バングラデシュ出身） 
２００２年４月～２００４年３月 
カウンセラー：竹本尚美会員 
無事卒業し、４月からは大学院に進学 
９．その他の行事 
 ①ガバナー公式訪問合同例会 

２００３．１０．１ 於：豊川商工会議所 
 ②地区大会 
   ２００３．１１．８～９ 於：ウェスティンナゴヤキャッスル  
   ２４名 
 ③地区協議会 
   ２００４．４．１８ 於：ウェスティンナゴヤキャッスル 
   １９名 
１０．ニコニコボックス総収入 
 １，７２５，８８１円 
 


